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オフショア開発 失敗あるある
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オフショア開発における課題
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冒頭の漫画のように、オフショア開発で製品やサービスを構築し、こちらが想定してい

た製品・サービスと異なる仕様のものが出来上がってきたという経験はございませんで

しょうか。オフショア開発が進む昨今、これ以外にも様々な課題が出てきております。

オフショア開発におけるコミュニケーションは、国内での開発に比

べると、どうしても密度や質が落ちてしまいます。文化的な違いか

ら、教育、育った環境などの背景が異なる人間と話すのですから、

同じ日本語で話しても細かいニュアンスやコミュニケーションの流

儀が違う場合もあります。プロジェクト内で接点を多く持ち、コ

ミュニケーションを図れるようにすることが重要となります。

日本に限らずソフトウェア開発の世界では、暫定仕様のまま、プロ

ジェクトをスタートさせ、走りながら仕様を確定させていく場合が

少なくありません。日本での国内外注の場合、発注側の要求仕様書

に多少の記述不足があっても、受注側のシステム開発会社が仕様書

の行間を読んで埋めることが当然のように行われますが、オフショ

ア開発においてはそうはいきません。仕様を細かく追っていける環

境を作っていくことで、認識の相違を防いでいくことができます。



オフショア開発における課題
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御紹介したのがオフショア開発が失敗する要因とも言える3点の課題です。

これまでのオフショア開発では、現地開発担当者とのシステム仕様における認識がずれ

たまま開発が進行し、期待するシステムが完成しなかったり、開発状況などを細かく管

理できずに無駄な工数が生じてしまったりするなど、「コミュニケーション」と「工数

管理」は、何らかの情報共有ツールを用いても課題として残っていました。

これらを解決するためにはオフショア開発会社側だけでなく、発注する日本企業側の歩

み寄りも必要となります。

nanotyは各開発担当者の毎日の日報から、日次レベルでの進捗状況を共有できるとと

もに、開発工数も共有できるため、制作にかかった工数を日次、週次、月次レベルで集

計を取ることもできます。そのため、制作のスケジュール確認はもちろん、上流設計不

良等の詰め寄りによる追加オーダーに対し、きちんとした理由で対応が出来るようにな

ります。オフショア開発が進むにつれて、避けて通れなくなるのがコストアップによる

単金の値上げです。無駄な工数をなるべく省くためにもnanotyを活用し、円滑にプロ

ジェクトを進めてみてはいかがでしょうか。

オフショア開発を利用すると、物理的に距離が離れるため、

進捗が見えなくなりがちです。それをどのように回避するのか

がオフショア開発の成功を大きく分けます。プロジェクト管理

ツールで進捗を確認するだけでなく、どの作業にどれぐらいの

時間をかけていくのか日本でもきちんと管理していく必要があ

ります。



nanoty 作業報告（日報機能）
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nanotyを活用することで、日々の開発業務の中で生まれる疑問点や課題を
発注元の日本企業と開発企業で共有し、解決していくことができます。

オフショア開発では、日本語を理解するブリッジSEや、日本の企業からは
プロジェクトマネージャーとして現地に入っている社員が指示を出すため、
現場の声や様子を日本国内と共有していくこともできます。

課題であった、要件や仕様の認識が大きくずれる前に解消できたり、
日々の日報の中でコミュニケーションを取ることが出来るようになります。



nanoty 日報機能
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現地スタッフの様子をブリッジSEがまとめて報告することで、現地の様子を確認することができます。
より細かな進捗状況は明細から確認できます。

nanotyは「日本語」「英語」「ベトナム語」に対応しております。

何時から何時までどのプロジェクトで、どのような作業をしたか明記します。一緒にRedmine等のチ
ケット番号を入力しておくと、どのフェーズの作業なのか確認しやすくなります。



nanoty プロジェクト管理
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A案件 B案件

2種類の案件を同じプロジェクトメンバー（ラボ契約）で開発する場合1月の例

作業時間：10時間 作業時間：190時間

「今月はB案件の作業を中心に開発をしてもらいましたよね！」

「本当だよな～おかげで納期に間に合いそうだよ。今月B案件の開発に
どれぐらい時間がかかっているかブリッジSEのナノさんに聞いてみよう」

「正確な数字は記録してませんので分かりませんが、だいたい7割か
8割くらいはB案件の作業をしてたと思いますよ」

「う～ん・・・細かな時間は分からないから、また今月もA案件と
折半でいいか～ではラボ契約料の半額をB案件の開発費用にと・・・」



nanoty 集計機能
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クリック！

日報から1ヵ月間の作業内容別のグラフを見ることができます。
開発担当者がそれぞれのプロジェクトにどれぐらい時間を費やしているの
か、グラフで簡単に確認することができます。

9時間の内訳も確認できます。
誰がいつ何時間使ったか把握できます。
また、該当する日の日報も確認できます。

nanotyであればプロジェクト別に時間の管理ができているので、
どのプロジェクトにどれぐらい時間がかかっているのか確認できます。



nanoty 実績紹介
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静岡のWebサイト制作・システム開発会社。
Webサイトの企画・設計・デザイン・制作・運用、在庫管理・販売
管理システム、ITサポートやパソコン講師の派遣など様々な事業
に取り組んでいる企業です。

静岡県 従業員数：54名 業種：IT

nanoty は隔週ごとにサービスを
アップデートしていますが、その
開発にベトナムのIT企業に協力
いただいております。サンロフト
では企画・設計を担当し、ベトナ
ムではプログラミングを担当す
る分業を行っており、俊敏かつ
柔軟に対応できる体制で進めて
います。

この体制を立ち上げてからメー
ルやチャット、ビデオ会議など
様々な方法でのコミュニケーショ
ンを試してみましたが、これらの
ツールはどちらかというと直近で
確認したい情報のやりとりが中
心となります。2週間のサイクル
でリリースするためには、1日、1
時間がとても大切なのですが、
タスクが多いため、個々の課題
が埋もれ見落とすことがありまし

た。

そこで、各個人が nanoty の日
報を使って、1日をふりかえって
報告してもらうようにしました。そ
の日に感じた良かったこと、悪
かったことをメンバーと共有し、
どう改善していくかを一緒に考
えるというのは、離れた拠点で
あっても一つのチームになって
いく感覚を持つことができます。
また、ひとりひとりが自ら考えて
行動し、それでいてチームと強
調し合うような自律的な体制を
作るために、nanoty が役立って
います。

海外とのオフショアでは、一定
期間で人員や工数を確保するラ
ボ型契約が主流です。あらかじ
め優秀な人材を安価で確保して

おくことができ、プロジェクトのノ
ウハウを蓄積できるメリットがあ
ります。一方で定額のコストが
かかりますから、しっかりした発
注計画、リソース管理をしなけ
ればなりません。

nanoty では日々の工数管理と
集計レポートが標準で提供され
ているため、期間を指定してリ
ソース状況を分析することがで
きます。サンロフトでは複数のプ
ロジェクトでオフショアを利用し
ていますが、人件費や外注費を
案分して原価管理ができるよう
にして、コストを見ながら先のリ
ソースを調整するのに役立って
います。



nanotyのご利用について
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nanotyのホームページより体験版にお申込みいただき、nanotyの環境をご用意いただきます。
体験版のご利用期間は14日間となっております。

弊社よりサービス利用申込書と利用規約を送付（メール）いたします。

体験版の環境をそのまま本番環境としてお使いいただけます。
体験期間中にnanotyに設定した内容や、登録されている日報や記事はそのまま引き継がれます。



ナノティ 検 索

14日間の無料体験申込も受付中！

〒425-0092 静岡県焼津市越後島385
TEL：054-626-3366 FAX：054-626-3371

http://nanoty.net/


